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社会へのメッセージ性の高いデザイン開発プロセスの研究
ケーススタディ V : AXIS第5回「金の卵」学校選抜オールスターデザインショーケース
森下 員行 ・ 尾崎洋
1. はじめに
デザインの未来を担う「金の卵」を一堂に紹介し、学生と
社会を結び付ける場となる「学校選抜オールスターデザイン
ショーケース展」も、今年で5回 目 を迎えた。 本展では、各
大学から選抜されたデザイン系学部3年生の作品 （プロダクト、
空間、情報デザイン他） を中心に、大学院生の作品やデザ
イン教育における新しい試みを紹介Lながら、社会が求める
デザイナーの姿に対して、大学におけるデザイン教育がどうあ
るべきかについて問うものである。
2. 研究概要
現代社会が抱える様々な問題点や課題の中から、杜会へ
のメッセージ性の高いテーマを抽出し、 実習課題として取り組
む。 その成果の客観性を確認するため、外部展示会にデザ
イン実習の成果を提示し、企業デザイナーおよびフリーランス
デザイナ一、教育関係者などからの評価を受ける。 さらに、
その評価情報をフィードハックしてPDCAサイクルを繰り返すこ
とで、より社会ニーズに適合したデザインプロセスに近づけて
ゆくことが可能になると考える。 研究対象のケーススタディとし
て、本年度も、株式会社アクシス主催 「第5回金の卵学校
選抜オールスターデザインショーケース」への出展参加に取り
組むことで、具体的な成果の検証を継続的に行う。
2.1.1 研究対象授業
プロダクトデザイン実習皿、設計製図皿、情報デザイン実習 E
2. 1.2 計画日程／内容
平成22年4月 22 日アクシス応募
平成22年5月 12 日課題説明会実施
平成22年7月 12 日審査提出物提出（情報デザインコース）
平成22年8月 26 日 ～9月 5 日アクシスギャラリー展示
平成22年8月 27 日 ～9月 3 日企業ツアー（富士通、キヤノン、
島津製作所、ソニー）
2010年11月初日 （金）～12月 12 日 （ 日 ） 「金の卵 学校
選抜オールスターデサ、インショーケース in 香港」 BODW
2010 I Japan パートナー国プログラム参加
平成22年11月 1 日デザイン情報誌「AXIS」 12月号発行
平成22年11月 18 日アクシス報告書入手
3. 研究対象展示会
3.1.1 展示会名称： 第5回金の卵 学校選抜オールスター
デザインショーケース：デザイナーの良心
''MORJSHITA Masayuki, OZAKI Hiroshi デザイ ン工学科
3.1.2 会期：平成22年8月 26 日 （木） ～9月 5 日 （ 日 ） (11 
日間）
3 . 1.3 会場：東京都港区六本木5-17-1アクシス4F
アクシスギャラリー TEL : 03 5575-8655 
3.1.4 オープニングレセプション：平成22年8月 26 日 （木）
19: 00~ 21: 00 
3.1.5 作品プレゼンテーション：平成22年8月 28 日 （土）
15: 00～、 8月 31 日 （火） 18: 00～ 、 9月 2 日 （木） 18: 30 
～、 9月 4 日 （土） 15: 00~ 
3.1.6 関連トークショー：平成22年9月2 日 13: 00~ 18: 
00、詳細は、 www.axisinc.co.jp
3.1.7 主催・企画：アクシスギャラリー
3.1.8 協賛：キヤノン株式会社／コクヨファニチャー株式会
社／株式会社島津製作所／ソニー株式会社／株式会社
東芝／日産自動車株式会社／富士通株式会社／株式会
社本田技術研究所／株式会社リコー
3.1.9 協力．社団法人日本インダストリアルデザイナー協会、
株式会社トウールズ、インターナショナル、株式会社ノムラデユ
オ、株式会社高千穂プロダクツ
3.1.10 後援：アメリカ合衆同大使館、財同法人日本産業
デザイン振興会
3.1.11 参加大学 ： 岡山県立大学／金沢美術工芸大学／
九州大学／京都工芸繊維大学／京都精華大学／慶慮義
塾大学／静岡文化芸術大学／首都大学東京／情報科学
芸術大学院大学（1岐阜県立国際情報科学芸術アカデ
ミー）／女子美術大学／多摩美術大学／千葉大学／筑
波大学／東京芸芸術大学／東京造形大学／東北芸術工科
大学／東北工業大学／長岡造形大学／名古屋芸術大学
／名古屋市立大学／日本大学／法政大学／武蔵野美術
大学／明星大学／サンノゼ州立大学／香港デザインイン
ステイテュート／香港理工大学／言一1·27校
3.1.12 ポートフォリオ展示：参加校約10大学、約200冊
3.1.13 来場者数：約2,000名
3.1.14 パブリシティ ： AXIS(vol.148）、日本経済新聞 （9
月 28 日夕刊） 、 AXISjiku 他ウェブサイト
参考文献：
1 ） アクシス「第5回金の卵 学校選抜オールスターデザイン
ショーケース」報告書、 2010.11.18
2）第5回アクシス 「金の卵」 パンフレット 2010.8.26 
3) AXIS vol.148 I 2010年12月号、 2010.11.1
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資料展示会場の様子
資料として、 AXIS第5回「金の卵」学校選抜オールス
ターデザインショーケース金の卵展の展示会場風景を添付す
る。（図1～3 )
また、学校選抜オールスターテ、ザインショーケース in 香
港の展示会場の様子についても資料を添付する。（図4、 5 )
図l 入り口からみた会場の総子
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図4 会場風景
図5 展示の；僚子
図2 会場の線子I
区13 会場の様子2
資料研究対象課題
岡山県立大学デザイン学部デザイン工学科
情報デザインコース 3年
森川佑二 （担当教員 ： 益岡了准教授）
「あいのり推奨マーク」
作品コンセプト
「特』こ急いで、いるわけじゃないし、どうせ同じ方角へ行くの
なら…J。 このマークは、そうしたドライバーの親切心を応援、
後押しするマークである。
このマークを貼るだけで、乗せる側も乗せてもらう倶ljも気兼
ねする必要が無くなる。
現代の社会は人間が冷たくなったのではなく親切に接する
ことをちょっぴり恥ず、かしいと感じるシャイな社会になっただ、け
なのではないだろうか。 それならばいっそ私は親切ですと公
言しながら車を運転してしまうというのはどうだろう。 いざそ
の場面に直面したとき、このマークを貼っているのだから当
たり前さと爽やかに歩行者を歓迎できるはずだ。 せっかく芽
生えた優しい心を内にとどめず行動で実現させるこのマーク
は、現代社会に勇気を与えるものである。
展示内容
パネル、 実物大モデル （マーク） および説明用ムービーを
展示作品とした。（図1 、 2)
ぷ
図1. 作品展示の様子
図2 展示詳細、 左 ． 内容説明、右 マーク
図3 . 作品展示の桜子 （会場全体）
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